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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月28日に提出した第32期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(1）業績 

(2）キャッシュ・フロー 

７ 財政状態及び経営成績の分析 

(3）キャッシュ・フローの分析 

第３ 設備の状況 

３ 設備の新設、除却等の計画 

(1）重要な設備の新設 

第４ 提出会社の状況 

６ コーポレート・ガバナンスの状況 



３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿＿線で示しております。 

第一部【企業情報】 

第２【事業の状況】 

１【業績等の概要】 

(1）業績 

（訂正前） 

＜省略＞ 

（欧州地域） 

 欧州地域におきましては、販売子会社MIMAKI EUROPE B.V.を通じ、特にスイス、北欧、東欧等の国・地域への

販売開拓を積極的に行ったほか、有力市場であるフランス市場等のチャネル強化等積極的な販路拡大に努めまし

た。 

その結果、売上高は22億63百万円増加し69億72百万円（同48.1％増）、営業利益は１億60万円増加し４億22百

万円（同61.1％増）となりました。 

＜省略＞ 

（訂正後） 

＜省略＞ 

（欧州地域） 

 欧州地域におきましては、販売子会社MIMAKI EUROPE B.V.を通じ、特にスイス、北欧、東欧等の国・地域への

販売開拓を積極的に行ったほか、有力市場であるフランス市場等のチャネル強化等積極的な販路拡大に努めまし

た。 

その結果、売上高は22億63百万円増加し69億72百万円（同48.1％増）、営業利益は１億60百万円増加し４億22

百万円（同61.1％増）となりました。 

＜省略＞ 

(2）キャッシュ・フロー 

（訂正前） 

＜省略＞ 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は10億30百万円となりました（前連結会計年度比２億61百万円の減少）。これ

は、主に新本社移動に伴う有形固定資産の取得による支出８億89百万円、及び無形固定資産の取得による支出１

億２百万円、投資有価証券の取得による支出１億53百万円に使用されたこと等によるものです。 

＜省略＞ 

（訂正後） 

＜省略＞ 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は10億30百万円となりました（前連結会計年度比２億61百万円の増加）。これ

は、主に新本社移動に伴う有形固定資産の取得による支出８億89百万円、及び無形固定資産の取得による支出１

億２百万円、投資有価証券の取得による支出１億53百万円に使用されたこと等によるものです。 

＜省略＞ 



７【財政状態及び経営成績の分析】 

(3）キャッシュ・フローの分析 

（訂正前） 

＜省略＞ 

投資活動におきましては、主に新本社移動に伴う有形固定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得によ

る支出に使用されました。その結果使用した資金は10億30百万円（前連結会計年度比２億61百万円の減少）とな

りました。 

財務活動におきましては、株式の発行による収入があり、その結果得られた資金は17億32百万円（前連結会計

年度比11億98百万円の増加）となりました。 

（訂正後） 

＜省略＞ 

投資活動におきましては、主に新本社移動に伴う有形固定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得によ

る支出に使用されました。その結果使用した資金は10億30百万円（前連結会計年度比２億61百万円の増加）とな

りました。 

財務活動におきましては、株式の発行による収入があり、その結果得られた資金は17億32百万円（前連結会計

年度比11億98百万円の増加）となりました。 

第３【設備の状況】 

３【設備の新設、除却等の計画】 

(1）重要な設備の新設 

（訂正前） 

（注）１．～３．＜省略＞ 

（訂正後） 

（注）１．～３．＜省略＞ 

４．完成後の増加能力については、床面積の増加率を基に算定しております。 

会社名 

事業所名 
所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 

方法 

着手及び完了予定 
完成後の 

増加能力 
総額 

（千円） 

既支払額 

（千円） 
着手 完了 

当社 

加沢工場 
長野県東御市  金型  223,904 － 

自己資金及

び借入金  

平成 

19.4 

平成 

20.3 
（注）３ 

当社 

加沢工場 
長野県東御市  

工場設備の

増築  
785,000 － 

自己資金及

び借入金  

平成 

19.4 

平成 

20.3 

約20％ 

増加 

中国工場 
中華人民共和国

浙江省平湖市 

事務所及び

工場設備の

新設  

160,000 － 
自己資金及

び借入金  

平成 

19.5 

平成 

20.4 

約16％ 

増加 

会社名 

事業所名 
所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 

方法 

着手及び完了予定 
完成後の 

増加能力 
総額 

（千円） 

既支払額 

（千円） 
着手 完了 

当社 

加沢工場 
長野県東御市  金型  223,904 － 

自己資金及

び借入金  

平成 

19.4 

平成 

20.3 
（注）３ 

当社 

加沢工場 
長野県東御市  

工場設備の

増築  
785,000 － 

自己資金及

び借入金  

平成 

19.4 

平成 

20.3 

約20％ 

増加 

中国工場 
中華人民共和国

浙江省平湖市 

事務所及び

工場設備の

新設  

160,000 － 
自己資金及

び借入金  

平成 

19.5 

平成 

20.4 

約16％ 

増加 



第４【提出会社の状況】 

６【コーポレート・ガバナンスの状況】 

（訂正前） 

（1）～（8）＜省略＞ 

（9）取締役の選任及び解任の決議要件 

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。 

また、解任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の過半数を有する株主が出席し、

その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めております。 

（10）＜省略＞ 

（訂正後） 

（1）～（8）＜省略＞ 

（9）取締役の選任及び解任の決議要件 

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び累積投票によらない旨定款に定めております。 

また、解任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の過半数を有する株主が出席し、

その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めております。 

（10）＜省略＞ 

（11）中間配当の決定機関 

当社は、株主への機動的な利益還元を行うことを可能にするため、取締役会の決議により、毎年９月30日

を基準日として、中間配当をすることができる旨定款に定めております。 

（12）自己の株式の取得の決定機関 

当社は、機動的に自己株式を取得することを可能にするため、会社法第165条第２項の規定により、取締

役会の決議をもって、市場取引等によって自己株式を取得することができる旨定款に定めております。 
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